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寒さも厳しくなり、乾燥した日が続いています。風邪予防をしっかりして、体調管理に気を付けて

ください。 

今年は 2 月 13 日(火)～3 月 1 日(金)に蔵書点検を行います。この期間中、図書館は閉館となりま

す。返却したい資料がある場合は「返却ＢＯＸ」をご利用ください。蔵書点検は全ての資料の状態や

並べている場所を確認・整理し、より良い利用環境を提供するために欠かせない作業です。ご不便を

お掛けしますが、ご理解とご協力をお願い致します。  

卒業予定生以外の在学生には春季長期貸出を行っています。実習に行く予定の学生は、8 冊まで借

りることができますので、職員までお声掛けください。必要な資料を前もって早めに借りるよう、ご

協力お願い致します。貸出期間が長くなりますので、図書館で借りた資料を忘れたり、無くしたりし

ないように自己管理を徹底してください。  

１月下旬から３月にかけて開館時間が通常と異なりますので開館カレンダーを別途でご用意しま

す。よくご確認のうえ、ご来館ください。急遽変更があった場合は、図書館 HP でお知らせ致します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・春休みの長期貸出・・・・・・・・・・・・・・ 

開始日 １月９日(火)  返却日 ４月５日(金) 

※卒業予定生は、１月１９日(金)までの貸出となります。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

今月の特集・・・『龍・ドラゴンの本特集』 

2024年は『辰年』です。十二支が生まれた古代中国では、恐竜の化石が多数産出されたため、龍は実在の生物と

して扱われていたようです。 

皇帝のシンボルとしても崇められた龍（ドラゴン）が登場する本を集めました。 

 

● 「テメレア戦記 気高き王家の翼」ナオミ・ノヴィク 著／ヴィレッジブックス【933.7-ﾉ-1】 

 ･･･舞台はナポレオン戦争時代の大英帝国。ドラゴンと共に生きる世界で史実と交差するファンタジーです。 

● 「エルマーとりゅう」ルース・スタイルス・ガネット さく／福音館書店【933.7-ｶﾞ】 

 ･･･前作の「エルマーのぼうけん」で助けたりゅうと、世界を巡りながら家に帰るまでのお話。 

● 「ホビットの冒険」Ｊ．Ｒ．Ｒ．トールキン 著／岩波書店【933.7-ﾄ-1】 

 ･･･平穏を愛するホビット族の少年の家にドワーフが次々と押しかけてきて、旅の最後の一人として誘いだす。 

● 「ゲド戦記 影との戦い」アーシュラ・Ｋ・ル＝グウィン 作／岩波書店【933-ﾙ-1】 

 ･･･魔法使いの主人公ゲドが、失敗した魔法の影響で追われることになった『影』からの解放の物語。 

● 「はてしない物語」ミヒャエル・エンデ 作／岩波書店【943-ｴ-上】 

 ･･･いじめっ子から古本屋に逃げ込んだバスチアン。そこで出会った本の中から、物語の声が聞こえてきて… 

● 「世界幻想動物百科」トニー・アラン 著／原書房【388-ｱ】 

 …ドラゴンを含め、世界中の神話や創作物に登場する架空の生き物が紹介されています。 

他にもたくさんあります。気になる方は是非、ご来館ください。 

今月の特集本は、カウンターにある「今月のおすすめ」コーナーに置いてあります。 

 

 



～図書館職員が選ぶ～ 

今月のピカッと光る一冊 

 

 

 

 

 

 

 

                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※貸出回数が同数のものが複数冊あったため、その中から司書がピックアップしました。 

●●編集後記●● 

あけましておめでとうございます！今年も図書館をよろしくお願いします。年が明けるまでがあっと 

いう間で、寒さも一段と厳しくなってきました。体調管理・防寒対策をしっかりして冬を乗り切りまし 

ょう！ 

在学生向けに春休み長期貸出を行っていますが、卒業予定生は授業終了日が返却日となっています。 

必ず卒業前に返却をお願いします。 

春休み中の開館時間については、図書館のホームページをご確認ください。 

 

次号の『図書館だより』は2024年4月に発行予定です。 

担当 加羽澤 バックナンバーはこちら→ 

貸出ランキング ～11・12月～ 

貸出回数 書     名 著者名 出版社 

4回 くーすけのクリスマス やすい すえこ 作 教育画劇 

4回 きょうのくだものなんだろな？ こが ようこ 脚本 童心社 

4回 くねくねゆらゆら ひろかわさえこ 脚本・絵  童心社 

3回 だるまさんが 大型絵本 かがくい ひろし さく ブロンズ新社 

3回 きつねのつかい 新美 南吉 原作 童心社 

3回 おむすびくん とよたかずひこ 脚本・絵 童心社 

 

『君たちはどう生きるか』吉野源三郎 著／岩波書店／B159-ヨ 

 

宮崎駿監督、同タイトルの映画が先日、米ゴールデングローブ賞受賞しました。 

今回ご紹介するこちらの本は、タイトルは同じですが映画の原作本ではありません。所々通じる箇所はあり 

ますが、内容は違いますので、別の本として読んで頂きたいです。映画が気になった方や鑑賞済みの方はきっ 

と楽しめると思います。 

 

この本の対象年齢は中・高生となっています。改訂は何度かされていますが、初版は1937年の戦前に書 

かれたというのが信じられないくらい読みやすい文体で、まったく古びた印象を受けません。主人公、中学二 

年生のコペル君こと本田潤一君の約1年。 日々の学校生活と叔父さんとの会話を通じて人生について色々と 

考える日記のような内容です。「ひとは自分の行動について自分の意思で自由に選択ができる、かつ、何が正 

しいのか判断することができるからこそ、後悔や反省をする偉大さを持っている」という部分がとても印象に 

残りました。後悔したり反省したりすることが多いけど、それは自分の意思決定や判断に真剣に向き合ってい 

るからこそで、それを今後にどう活かしていくか。まさに『君たちはどう生きるか』を考えさせられる一冊で 

した。 

※本学には漫画版の蔵書もありますので、小説版が読みにくい方はそちらをどうぞ。 

推薦者 岡本  


